
(57)【要約】

【課題】ＴＤＭＡ／ＴＤＤ方式の無線システムに適した

無線中継システムの構成を提供することを目的とする。

また、呼制御の簡易化を計ることを目的とする。また、

それぞれの呼制御を分離し、中継局における前・後段の

スロット配置等を自由に配置可能とすることを目的とす

る。

【解決手段】移動体通信装置と基地局装置とを中継する

中継局無線装置１００において、移動体通信装置との間

で所定のデータを無線通信するスレーブ局側無線装置１

０２と、上記スレーブ局側無線装置１０２により無線通

信された所定のデータを入力し、入力された所定のデー

タを基地局装置との間で、上記スレーブ局側無線装置１

０２とは独立して無線通信するマスタ局側無線装置１０

１とを備えたことを特徴とする。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
移 動 体 通 信 装 置 と 基 地 局 装 置 と を 中 継 す る 中 継 装 置 に お い て 、
移 動 体 通 信 装 置 と の 間 で 所 定 の デ ー タ を 無 線 通 信 す る 第 １ の 無 線 通 信 部 と 、
上 記 第 １ の 無 線 通 信 部 に よ り 無 線 通 信 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 入 力 し 、 入 力 さ れ た 所 定 の デ
ー タ を 基 地 局 装 置 と の 間 で 、 上 記 第 １ の 無 線 通 信 部 と は 独 立 し て 無 線 通 信 す る 第 ２ の 無 線
通 信 部 と
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 中 継 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 第 １ の 無 線 通 信 部 は 、 Ｔ Ｄ Ｍ Ａ ／ Ｔ Ｄ Ｄ （ Ｔ ｉ ｍ ｅ 　 Ｄ ｉ ｖ ｉ ｓ ｉ ｏ ｎ 　 Ｍ ｕ ｌ ｔ ｉ
ｐ ｌ ｅ 　 Ａ ｃ ｃ ｅ ｓ ｓ ／ Ｔ ｉ ｍ ｅ 　 Ｄ ｉ ｖ ｉ ｓ ｉ ｏ ｎ 　 Ｄ ｕ ｐ ｌ ｅ ｘ ） 方 式 を 用 い て 上 記
移 動 体 通 信 装 置 と の 間 で 所 定 の デ ー タ を 無 線 通 信 し 、
上 記 第 ２ の 無 線 通 信 部 は 、 Ｔ Ｄ Ｍ Ａ ／ Ｔ Ｄ Ｄ （ Ｔ ｉ ｍ ｅ 　 Ｄ ｉ ｖ ｉ ｓ ｉ ｏ ｎ 　 Ｍ ｕ ｌ ｔ ｉ
ｐ ｌ ｅ 　 Ａ ｃ ｃ ｅ ｓ ｓ ／ Ｔ ｉ ｍ ｅ 　 Ｄ ｉ ｖ ｉ ｓ ｉ ｏ ｎ 　 Ｄ ｕ ｐ ｌ ｅ ｘ ） 方 式 を 用 い て 上 記
基 地 局 装 置 と の 間 で 所 定 の デ ー タ を 無 線 通 信 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 中 継 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 第 １ の 無 線 通 信 部 は 、 上 記 第 ２ の 無 線 通 信 部 と は 別 の 周 波 数 を 用 い て 上 記 移 動 体 通 信
装 置 と の 間 で 所 定 の デ ー タ を 無 線 通 信 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 中 継 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 第 １ ， ２ の 無 線 通 信 部 は 、 上 記 第 １ ， ２ の 無 線 通 信 部 の 内 、 相 手 側 の 無 線 通 信 部 と は
別 の 呼 制 御 を お こ な う 制 御 部 を そ れ ぞ れ 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 中 継 装 置
。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 Ｔ Ｄ Ｍ Ａ ／ Ｔ Ｄ Ｄ 方 式 は 、 ス ロ ッ ト 割 り 当 て を お こ な う こ と に よ り 通 信 を お こ な い 、
上 記 第 １ の 無 線 通 信 部 は 、 上 記 第 ２ の 無 線 通 信 部 と は 独 立 し て 割 り 当 て ら れ た ス ロ ッ ト を
用 い て 上 記 移 動 体 通 信 装 置 と の 間 で 所 定 の デ ー タ を 無 線 通 信 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ 記 載 の 中 継 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 第 １ の 無 線 通 信 部 は 、 上 記 第 ２ の 無 線 通 信 部 に よ り 無 線 通 信 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 入
力 し 、 入 力 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 移 動 体 通 信 装 置 と の 間 で 無 線 通 信 し 、
上 記 第 １ ， ２ の 無 線 通 信 部 は 、 共 に 、
無 線 通 信 す る 所 定 の デ ー タ を 受 信 す る 受 信 部 と 、
無 線 通 信 す る 所 定 の デ ー タ を 送 信 す る 送 信 部 と 、
上 記 受 信 部 に よ り 受 信 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 復 調 し 、 上 記 送 信 部 に よ り 送 信 さ れ る た め の
所 定 の デ ー タ を 変 調 す る 変 復 調 部 と 、
上 記 変 復 調 部 に よ り 復 調 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 入 力 し 、 入 力 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 上 記 第
１ ， ２ の 無 線 通 信 部 の 内 、 相 手 側 の 無 線 通 信 部 と イ ン タ ー フ ェ ー ス を 取 り な が ら 相 手 側 の
無 線 通 信 部 に 出 力 し 、 上 記 相 手 側 の 無 線 通 信 部 か ら 相 手 側 の 変 復 調 部 に よ り 変 調 さ れ た 所
定 の デ ー タ を 上 記 相 手 側 の 無 線 通 信 部 と イ ン タ ー フ ェ ー ス を 取 り な が ら 入 力 し 、 入 力 さ れ
た 所 定 の デ ー タ を 自 己 の 上 記 変 復 調 部 に 出 力 す る イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 と
を そ れ ぞ れ 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 中 継 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
移 動 体 通 信 装 置 と 基 地 局 装 置 と を 中 継 す る 中 継 装 置 に お い て 、
移 動 体 通 信 装 置 と の 間 で 所 定 の デ ー タ を 無 線 通 信 す る 複 数 の 第 １ の 無 線 通 信 部 と 、
上 記 複 数 の 第 １ の 無 線 通 信 部 の 各 第 １ の 無 線 通 信 部 に よ り 無 線 通 信 さ れ た 所 定 の デ ー タ を
入 力 し 、 入 力 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 基 地 局 装 置 と の 間 で 、 上 記 複 数 の 第 １ の 無 線 通 信 部 の
各 第 １ の 無 線 通 信 部 と は 独 立 し て 無 線 通 信 す る 第 ２ の 無 線 通 信 部 と
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 中 継 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
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上 記 複 数 の 第 １ の 無 線 通 信 部 は 、 並 列 に 配 置 さ れ 、
上 記 第 ２ の 無 線 通 信 部 は 、 上 記 並 列 に 配 置 さ れ た 複 数 の 第 １ の 無 線 通 信 部 の 各 第 １ の 無 線
通 信 部 か ら 所 定 の デ ー タ を 入 力 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 中 継 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
移 動 体 通 信 装 置 と 基 地 局 装 置 と を 中 継 す る 中 継 装 置 が お こ な う 中 継 方 法 に お い て 、
第 １ の 無 線 通 信 部 が 移 動 体 通 信 装 置 と の 間 で 所 定 の デ ー タ を 無 線 通 信 す る 第 １ の 無 線 通 信
工 程 と 、
第 ２ の 無 線 通 信 部 が 上 記 第 １ の 無 線 通 信 工 程 に よ り 無 線 通 信 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 入 力 し
、 第 ２ の 無 線 通 信 部 が 入 力 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 基 地 局 装 置 と の 間 で 、 上 記 第 １ の 無 線 通
信 工 程 と は 独 立 し て 無 線 通 信 す る 第 ２ の 無 線 通 信 工 程 と
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 中 継 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
移 動 体 通 信 装 置 と 基 地 局 装 置 と を 中 継 す る 中 継 装 置 が お こ な う 中 継 方 法 に お い て 、
複 数 の 第 １ の 無 線 通 信 部 の 各 第 １ の 無 線 通 信 部 が 移 動 体 通 信 装 置 と の 間 で 所 定 の デ ー タ を
無 線 通 信 す る 複 数 の 第 １ の 無 線 通 信 工 程 と 、
第 ２ の 無 線 通 信 部 が 上 記 複 数 の 第 １ の 無 線 通 信 工 程 の 各 第 １ の 無 線 通 信 工 程 に よ り 無 線 通
信 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 入 力 し 、 第 ２ の 無 線 通 信 部 が 入 力 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 基 地 局 装
置 と の 間 で 、 上 記 複 数 の 第 １ の 無 線 通 信 工 程 の 各 第 １ の 無 線 通 信 工 程 と は 独 立 し て 無 線 通
信 す る 第 ２ の 無 線 通 信 工 程 と
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 中 継 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 中 継 装 置 及 び 中 継 方 法 に 関 す る 。 特 に 、 Ｔ Ｄ Ｍ Ａ ／ Ｔ Ｄ Ｄ （ Ｔ ｉ ｍ ｅ 　 Ｄ ｉ ｖ
ｉ ｓ ｉ ｏ ｎ 　 Ｍ ｕ ｌ ｔ ｉ ｐ ｌ ｅ 　 Ａ ｃ ｃ ｅ ｓ ｓ ／ Ｔ ｉ ｍ ｅ 　 Ｄ ｉ ｖ ｉ ｓ ｉ ｏ ｎ 　 Ｄ ｕ ｐ ｌ
ｅ ｘ ） 方 式 の 無 線 シ ス テ ム に お け る 中 継 無 線 装 置 及 び 、 中 継 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の Ｔ Ｄ Ｍ Ａ ／ Ｔ Ｄ Ｄ 中 継 局 無 線 装 置 は 、 そ の 代 表 的 な 例 と し て コ ー ド レ ス 電 話 シ ス テ
ム （ Ｐ Ｈ Ｓ （ 登 録 商 標 ） ： Ｐ ｅ ｒ ｓ ｏ ｎ ａ ｌ 　 Ｈ ａ ｎ ｄ ｙ ｐ ｈ ｏ ｎ ｅ Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ ） に お
い て 、 １ つ の 無 線 装 置 を 用 い て 、 １ つ の 無 線 装 置 中 の ア ン テ ナ ス イ ッ チ の 切 替 に よ っ て 中
継 動 作 を 行 っ て い た 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ６ ５ ９ ３ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ３ ４ １ ４ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 １ ０ － ２ ５ ７ ０ ０ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 述 し た よ う に 、 従 来 の 中 継 局 構 成 で は 、 １ つ の 無 線 装 置 に よ っ て 、 中 継 を 行 う の で 、 上
り 下 り の 信 号 の 制 御 が 絡 み 合 う 。 そ の 結 果 、 自 由 な ス ロ ッ ト 配 置 が 出 来 ず 、 同 時 に ２ 台 の
、 無 線 機 と の 中 継 を 行 え な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 同 周 波 数 を 使 用 す る に 際 し 、 中 継 前 ・ 後 段 の 各 無 線 装 置 と の 干 渉 が 問 題 と な っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 中 継 局 を 含 め た 、 各 無 線 装 置 の 同 期 方 法 で は 、 上 位 と の 従 属 同 期 が 前 提 で あ る 為 、
そ の 精 度 が 末 端 ま で 求 め ら れ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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本 発 明 は 、 Ｔ Ｄ Ｍ Ａ ／ Ｔ Ｄ Ｄ 方 式 の 無 線 シ ス テ ム に 適 し た 無 線 中 継 シ ス テ ム の 構 成 を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 中 継 局 無 線 装 置 を 、 基 地 局 側 と 、 中 継 側 と を 別 の 無 線 装 置 の 構 成 に す る 事 に よ
り 、 呼 制 御 の 簡 易 化 を 計 る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 中 継 局 の 構 成 を 複 数 と す る 事 で 、 そ れ ぞ れ の 呼 制 御 を 分 離 し 、 中 継 局 に お け る 前 ・
後 段 を 無 線 装 置 と し て 分 離 す る 構 成 を と り 、 前 ・ 後 段 の ス ロ ッ ト 配 置 等 を 自 由 に 配 置 可 能
と す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 中 継 局 の 構 成 を 複 数 構 成 と す る 事 で 、 そ れ ぞ れ に 周 波 数 を 割 当 て る 事 に よ り 、 互 い
の 干 渉 を 抑 え る 事 を 可 能 と す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 同 期 方 法 も 、 基 地 局 側 を 従 属 同 期 と し つ つ も 、 中 継 側 は 、 中 継 局 無 線 装 置 を 基 準 と
し た 再 従 属 同 期 と す る 事 を 可 能 と し 、 そ れ ぞ れ の 従 属 の 為 の 発 振 器 の 精 度 を 抑 え る 事 を 可
能 と す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 無 線 機 と 無 線 通 信 す る 中 継 側 を 複 数 並 列 に 配 置 す る 事 に よ り 、 １ 対 １ の 中 継 で は な
く 、 １ 対 Ｎ の 中 継 を 実 現 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 に 係 る 中 継 装 置 は 、 移 動 体 通 信 装 置 と 基 地 局 装 置 と を 中 継 す る 中 継 装 置 に お い て
、
移 動 体 通 信 装 置 と の 間 で 所 定 の デ ー タ を 無 線 通 信 す る 第 １ の 無 線 通 信 部 と 、
上 記 第 １ の 無 線 通 信 部 に よ り 無 線 通 信 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 入 力 し 、 入 力 さ れ た 所 定 の デ
ー タ を 基 地 局 装 置 と の 間 で 、 上 記 第 １ の 無 線 通 信 部 と は 独 立 し て 無 線 通 信 す る 第 ２ の 無 線
通 信 部 と
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
実 施 の 形 態 １ ．
図 １ は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 中 継 局 無 線 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
図 １ に お い て 、 中 継 局 無 線 装 置 １ ０ ０ （ 中 継 装 置 の 一 例 で あ る ） は 、 マ ス タ 局 側 無 線 装 置
１ ０ １ 、 ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 １ ０ ２ を 備 え て い る 。 マ ス タ 局 側 無 線 装 置 １ ０ １ は 、 基 本
と な る 基 地 局 側 中 継 局 無 線 装 置 で あ り 、 マ ス タ と す る 。 ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 １ ０ ２ は 、
マ ス タ 局 側 無 線 装 置 １ ０ １ に 接 続 さ れ る 、 中 継 す る 側 の 中 継 局 無 線 装 置 で あ り 、 上 記 マ ス
タ に 対 す る ス レ ー ブ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
マ ス タ 局 側 と な る 基 地 局 装 置 は 、 前 段 の 基 地 局 側 中 継 局 無 線 装 置 で あ る マ ス タ 局 側 無 線 装
置 １ ０ １ と 無 線 区 間 で 接 続 さ れ て お り 、 ま た ス レ ー ブ 局 側 と な る 移 動 局 で あ る 移 動 体 通 信
装 置 は 、 後 段 の 中 継 局 無 線 装 置 で あ る ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 １ ０ ２ と 接 続 さ れ て い る 。 こ
こ で 、 移 動 体 通 信 装 置 と し て は 、 例 え ば 、 携 帯 電 話 、 Ｐ Ｈ Ｓ （ 登 録 商 標 ） 等 が 挙 げ ら れ る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
中 継 局 無 線 装 置 １ ０ ０ は 、 移 動 体 通 信 装 置 と 基 地 局 装 置 と を 中 継 す る 。
第 １ の 無 線 通 信 部 の 一 例 と し て 、 ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 １ ０ ２ は 、 移 動 体 通 信 装 置 と の 間
で 所 定 の デ ー タ を 無 線 通 信 す る 。 上 記 ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 １ ０ ２ は 、 上 記 マ ス タ 局 側 無
線 装 置 １ ０ １ に よ り 無 線 通 信 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 入 力 し 、 入 力 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 移
動 体 通 信 装 置 と の 間 で 無 線 通 信 す る 。 ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 １ ０ ２ 部 は 、 Ｔ Ｄ Ｍ Ａ ／ Ｔ Ｄ
Ｄ 方 式 を 用 い て 上 記 移 動 体 通 信 装 置 と の 間 で 所 定 の デ ー タ を 無 線 通 信 す る 。 こ こ で 、 所 定
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の デ ー タ は 、 通 話 や 音 楽 な ど の 音 声 デ ー タ 、 画 像 デ ー タ 等 が 一 例 と し て 挙 げ ら れ る 。
第 ２ の 無 線 通 信 部 の 一 例 と し て 、 マ ス タ 局 側 無 線 装 置 １ ０ １ は 、 上 記 第 １ の 無 線 通 信 部 の
一 例 と し て の ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 １ ０ ２ に よ り 無 線 通 信 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 入 力 し 、
入 力 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 基 地 局 装 置 と の 間 で 、 上 記 第 １ の 無 線 通 信 部 の 一 例 と し て の ス
レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 １ ０ ２ と は 独 立 し て 無 線 通 信 す る 。 マ ス タ 局 側 無 線 装 置 １ ０ １ は 、 同
様 に 、 Ｔ Ｄ Ｍ Ａ ／ Ｔ Ｄ Ｄ 方 式 を 用 い て 上 記 基 地 局 装 置 と の 間 で 所 定 の デ ー タ を 無 線 通 信 す
る 。
以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 Ｔ Ｄ Ｍ Ａ ／ Ｔ Ｄ Ｄ 方 式 の 無 線 装 置 に お け る 、 中 継 局 の
構 成 に お い て 、 基 準 と な る 基 地 局 側 と の 送 受 信 を 行 う マ ス タ 局 、 当 該 マ ス タ 局 か ら 見 て 中
継 す る 側 を ス レ ー ブ 局 と し 、 そ れ ぞ れ 別 の 無 線 装 置 を 割 当 て た 複 数 局 構 成 と す る 無 線 装 置
構 成 と し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 構 成 に よ り 、 例 え ば マ ス タ 局 側 は 、 シ ス テ ム 的 に は 、 前 段 の 無 線 装 置 で あ る マ ス タ 局
側 無 線 装 置 １ ０ １ と 、 あ た か も ス レ ー ブ 局 側 が 無 い よ う に 、 独 自 に 動 作 可 能 で あ る 。 ま た
、 ス レ ー ブ 局 側 も 後 段 の 中 継 局 無 線 装 置 で あ る ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 １ ０ ２ と 、 シ ス テ ム
的 に は 、 あ た か も 前 段 の マ ス タ 局 と な る 基 地 局 が 無 い よ う な 動 作 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
例 え ば 呼 制 御 な ど の 無 線 区 間 制 御 に 関 し て も 、 マ ス タ 局 側 と な る 基 地 局 と 無 線 通 信 す る マ
ス タ 局 側 無 線 装 置 １ ０ １ と 、 ス レ ー ブ 局 側 と な る 移 動 体 通 信 装 置 と 無 線 通 信 す る ス レ ー ブ
局 側 無 線 装 置 １ ０ ２ と が そ れ ぞ れ が 独 自 に 動 作 す る 事 が 可 能 と な り 、 中 継 局 無 線 装 置 と し
て 簡 易 な 制 御 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 ス ロ ッ ト 構 成 に つ い て も 、 マ ス タ 局 側 、 ス レ ー ブ 局 側 で 別 々 の 無 線 区 間 と な る の で
、 ス ロ ッ ト 構 成 も 当 然 別 の も の と な り 、 従 来 の Ｔ Ｄ Ｄ 中 継 局 で 必 要 で あ っ た 、 前 段 ・ 後 段
の ス ロ ッ ト 干 渉 を 無 く す 為 の ス ロ ッ ト 配 置 も 配 慮 せ ず に す む 。 ま た 、 ス ロ ッ ト の 有 効 利 用
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ２ は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 中 継 局 無 線 装 置 の 内 部 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
図 ２ に お い て 、 マ ス タ 局 側 無 線 装 置 １ ０ １ は 、 中 継 Ｉ ／ Ｆ （ イ ン タ ー フ ェ ー ス ） 部 ２ １ ３
、 切 り 換 え ス イ ッ チ ２ １ ４ 、 受 信 機 ２ １ ５ （ 受 信 部 の 一 例 で あ る ） 、 送 信 機 ２ １ ６ （ 送 信
部 の 一 例 で あ る ） 、 変 復 調 部 ２ １ ７ 、 制 御 部 ２ １ ８ 、 ア ン テ ナ ２ １ ９ を 有 し て い る 。 同 様
に 、 ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 １ ０ ２ は 、 中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 ２ ２ ３ 、 切 り 換 え ス イ ッ チ ２ ２ ４ 、 受
信 機 ２ ２ ５ （ 受 信 部 の 一 例 で あ る ） 、 送 信 機 ２ ２ ６ （ 送 信 部 の 一 例 で あ る ） 、 変 復 調 部 ２
２ ７ 、 制 御 部 ２ ２ ８ 、 ア ン テ ナ ２ ２ ９ を 有 し て い る 。 イ ン タ ー フ ェ ー ス 信 号 ２ ０ １ は 、 マ
ス タ 局 側 無 線 装 置 １ ０ １ ／ ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 １ ０ ２ 間 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 信 号 を 表 し
て い る 。 中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 ２ １ ３ 、 中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 ２ ２ ３ は 、 本 中 継 局 無 線 装 置 の マ ス タ 局 ／ ス
レ ー ブ 局 を 接 続 す る イ ン タ ー フ ェ ー ス を 実 現 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
制 御 部 ２ １ ８ ， ２ ２ ８ は 、 上 記 第 １ ， ２ の 無 線 通 信 部 の 一 例 で あ る マ ス タ 局 側 無 線 装 置 １
０ １ 、 ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 １ ０ ２ の 内 、 相 手 側 の 無 線 通 信 部 と は 別 の 呼 制 御 を お こ な う
。 制 御 部 ２ １ ８ ， ２ ２ ８ は 、 そ れ ぞ れ 、 タ イ ミ ン グ 制 御 、 無 線 機 制 御 を お こ な う 。
受 信 部 の 一 例 と し て 、 受 信 機 ２ １ ５ ， ２ ２ ５ は 、 無 線 通 信 す る 所 定 の デ ー タ を 受 信 す る 。
送 信 部 の 一 例 と し て 、 送 信 機 ２ １ ６ ， ２ ２ ６ は 、 無 線 通 信 す る 所 定 の デ ー タ を 送 信 す る 。
変 復 調 部 ２ １ ７ は 、 上 記 受 信 機 ２ １ ５ に よ り 受 信 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 復 調 し 、 上 記 送 信
機 ２ １ ６ に よ り 送 信 さ れ る た め の 所 定 の デ ー タ を 変 調 す る 。 変 復 調 部 ２ ２ ７ は 、 上 記 受 信
機 ２ ２ ５ に よ り 受 信 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 復 調 し 、 上 記 送 信 機 ２ ２ ６ に よ り 送 信 さ れ る た
め の 所 定 の デ ー タ を 変 調 す る 。
イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 の 一 例 と し て 、 中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 ２ １ ３ は 、 上 記 変 復 調 部 ２ １ ７ に よ り 復
調 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 入 力 し 、 入 力 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 上 記 第 １ ， ２ の 無 線 通 信 部 の
内 、 相 手 側 の 無 線 通 信 部 と な る ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 １ ０ ２ と イ ン タ ー フ ェ ー ス を 取 り な
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が ら 相 手 側 の 無 線 通 信 部 と な る ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 １ ０ ２ に 出 力 し 、 上 記 相 手 側 の 無 線
通 信 部 と な る ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 １ ０ ２ か ら 相 手 側 の 変 復 調 部 ２ ２ ７ に よ り 変 調 さ れ た
所 定 の デ ー タ を 上 記 相 手 側 の 無 線 通 信 部 と な る ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 １ ０ ２ と イ ン タ ー フ
ェ ー ス を 取 り な が ら 入 力 し 、 入 力 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 自 己 の 上 記 変 復 調 部 ２ １ ７ に 出 力
す る 。 同 様 に 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 の 一 例 と し て 、 中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 ２ ２ ３ は 、 上 記 変 復 調 部
２ ２ ７ に よ り 復 調 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 入 力 し 、 入 力 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 上 記 第 １ ， ２
の 無 線 通 信 部 の 内 、 相 手 側 の 無 線 通 信 部 と な る マ ス タ 局 側 無 線 装 置 １ ０ １ と イ ン タ ー フ ェ
ー ス を 取 り な が ら 相 手 側 の 無 線 通 信 部 と な る マ ス タ 局 側 無 線 装 置 １ ０ １ に 出 力 し 、 上 記 相
手 側 の 無 線 通 信 部 と な る マ ス タ 局 側 無 線 装 置 １ ０ １ か ら 相 手 側 の 変 復 調 部 ２ １ ７ に よ り 変
調 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 上 記 相 手 側 の 無 線 通 信 部 と な る マ ス タ 局 側 無 線 装 置 １ ０ １ と イ ン
タ ー フ ェ ー ス を 取 り な が ら 入 力 し 、 入 力 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 自 己 の 上 記 変 復 調 部 ２ ２ ７
に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 実 施 の 形 態 で は 、 複 数 局 構 成 の 無 線 機 間 に イ ン タ ー フ ェ ー ス 装 置 を 用 い 、 無 線 機 間 の 信
号 の 送 受 信 を 行 う 構 成 と し た 。
こ の よ う な イ ン タ ー フ ェ ー ス を 取 る 事 に よ り 、 従 来 の 中 継 局 構 成 と は 違 い 、 マ ス タ 局 側 無
線 装 置 １ ０ １ ／ ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 １ ０ ２ は 、 そ れ ぞ れ 、 中 継 局 無 線 装 置 で は な く あ た
か も １ つ の 他 の 無 線 装 置 と 同 様 の 構 成 を と る 事 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ３ は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 中 継 局 無 線 装 置 の 無 線 周 波 数 配 置 例 を 示 す 図 で あ る 。
図 ３ に お い て 、 マ ス タ 局 側 無 線 装 置 １ ０ １ は 、 マ ス タ 局 側 無 線 周 波 数 ３ ０ １ で あ る ｆ １ を
用 い 、 ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 １ ０ ２ は ス レ ー ブ 局 側 無 線 周 波 数 ３ ０ ２ で あ る ｆ ２ を 用 い て
い る 。
上 記 第 １ の 無 線 通 信 部 の 一 例 と し て の ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 １ ０ ２ は 、 上 記 第 ２ の 無 線 通
信 部 の 一 例 と し て の マ ス タ 局 側 無 線 装 置 １ ０ １ と は 別 の 周 波 数 ｆ ２ を 用 い て 上 記 移 動 体 通
信 装 置 と の 間 で 所 定 の デ ー タ を 無 線 通 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 実 施 の 形 態 で は 、 複 数 局 で 構 成 す る 中 継 局 に お い て 、 そ れ ぞ れ の 無 線 機 に 別 周 波 数 を 割
当 て 、 互 い の 無 線 干 渉 を 無 く す と 共 に 、 自 由 な ス ロ ッ ト 割 当 て を 行 う 事 が 可 能 と な る 構 成
と し た 。
こ の 別 周 波 数 を 設 定 す る 事 に よ り 、 従 来 の 中 継 局 で 行 っ て い た 、 周 波 数 と ス ロ ッ ト の 干 渉
を 防 ぐ 制 御 を 行 う 必 要 が な く 、 マ ス タ 局 側 無 線 装 置 １ ０ １ 、 ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 １ ０ ２
と も 別 個 の 無 線 装 置 と し て 、 互 い の 周 波 数 の 干 渉 を 気 に せ ず に 動 作 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
以 上 の よ う に 中 継 局 無 線 装 置 と し て 、 前 段 の マ ス タ 局 、 後 段 の ス レ ー ブ 局 の 複 数 無 線 装 置
構 成 と す る 事 に よ り 、 前 段 、 後 段 の ス ロ ッ ト 構 成 の 干 渉 が 無 く 、 自 由 な ス ロ ッ ト 構 成 が 可
能 と な り 、 あ た か も 別 々 の 無 線 装 置 と し て 動 作 す る 事 が 出 来 る 。 ま た 無 線 装 置 と し て 別 々
の も の で あ る の で 、 呼 制 御 等 の 制 御 も そ れ ぞ れ 独 立 し て 動 作 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
図 ４ は 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る 中 継 局 無 線 装 置 の ス レ ー ブ 局 の 複 数 並 列 接 続 例 を 示 す 図 で
あ る 。
図 ４ に お い て 、 中 継 局 無 線 装 置 ４ ０ ０ （ 中 継 装 置 の 一 例 で あ る ） は 、 マ ス タ 局 側 無 線 装 置
４ ０ １ 、 ス レ ー ブ ＃ ０ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ ２ 、 ス レ ー ブ ＃ １ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ ３ を 備 え て い
る 。 ス レ ー ブ ＃ １ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ ３ は 、 マ ス タ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ １ に 対 し 、 ス レ ー ブ ＃
０ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ ２ と 並 列 に 接 続 さ れ た ス レ ー ブ ＃ １ 局 側 の 無 線 装 置 で あ る 。
マ ス タ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ １ は 、 中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 ４ １ ３ 、 切 り 換 え ス イ ッ チ ２ １ ４ 、 受 信 機 ２
１ ５ （ 受 信 部 の 一 例 で あ る ） 、 送 信 機 ２ １ ６ （ 送 信 部 の 一 例 で あ る ） 、 変 復 調 部 ２ １ ７ 、
制 御 部 ２ １ ８ 、 ア ン テ ナ ２ １ ９ を 有 し て い る 。 切 り 換 え ス イ ッ チ ２ １ ４ 、 受 信 機 ２ １ ５ （
受 信 部 の 一 例 で あ る ） 、 送 信 機 ２ １ ６ （ 送 信 部 の 一 例 で あ る ） 、 変 復 調 部 ２ １ ７ 、 制 御 部
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２ １ ８ 、 ア ン テ ナ ２ １ ９ は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 で あ る 。
同 様 に 、 ス レ ー ブ ＃ ０ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ ２ は 、 中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 ２ ２ ３ 、 切 り 換 え ス イ ッ チ ２
２ ４ 、 受 信 機 ２ ２ ５ （ 受 信 部 の 一 例 で あ る ） 、 送 信 機 ２ ２ ６ （ 送 信 部 の 一 例 で あ る ） 、 変
復 調 部 ２ ２ ７ 、 制 御 部 ２ ２ ８ 、 ア ン テ ナ ２ ２ ９ を 有 し て い る 。 中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 ２ ２ ３ 、 切 り
換 え ス イ ッ チ ２ ２ ４ 、 受 信 機 ２ ２ ５ （ 受 信 部 の 一 例 で あ る ） 、 送 信 機 ２ ２ ６ （ 送 信 部 の 一
例 で あ る ） 、 変 復 調 部 ２ ２ ７ 、 制 御 部 ２ ２ ８ 、 ア ン テ ナ ２ ２ ９ は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 で
あ る 。
ス レ ー ブ ＃ １ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ ３ は 、 中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 ２ ３ ３ 、 切 り 換 え ス イ ッ チ ２ ３ ４ 、 受
信 機 ２ ３ ５ （ 受 信 部 の 一 例 で あ る ） 、 送 信 機 ２ ３ ６ （ 送 信 部 の 一 例 で あ る ） 、 変 復 調 部 ２
３ ７ 、 制 御 部 ２ ３ ８ 、 ア ン テ ナ ２ ３ ９ を 有 し て い る 。
中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 ２ １ ３ と 中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 ２ ２ ３ 、 中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 ２ １ ３ と 中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 ２ ３ ３ は
、 本 中 継 局 無 線 装 置 の マ ス タ 局 ／ ス レ ー ブ 局 を 接 続 す る イ ン タ ー フ ェ ー ス を 実 現 し て い る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
中 継 装 置 の 一 例 で あ る 中 継 局 無 線 装 置 ４ ０ ０ は 、 移 動 体 通 信 装 置 と 基 地 局 装 置 と を 中 継 す
る 。
複 数 の 第 １ の 無 線 通 信 部 の 一 例 で あ る ス レ ー ブ ＃ ０ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ ２ と ス レ ー ブ ＃ １ 局
側 無 線 装 置 ４ ０ ３ と は 、 そ れ ぞ れ 移 動 体 通 信 装 置 と の 間 で 所 定 の デ ー タ を 無 線 通 信 す る 。
第 ２ の 無 線 通 信 部 の 一 例 で あ る マ ス タ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ １ は 、 上 記 複 数 の 第 １ の 無 線 通 信
部 の 各 第 １ の 無 線 通 信 部 の 一 例 で あ る ス レ ー ブ ＃ ０ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ ２ （ 或 い は ス レ ー ブ
＃ １ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ ３ ） に よ り 無 線 通 信 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 入 力 し 、 入 力 さ れ た 所 定
の デ ー タ を 基 地 局 装 置 と の 間 で 、 上 記 複 数 の 第 １ の 無 線 通 信 部 の 各 第 １ の 無 線 通 信 部 の 一
例 で あ る ス レ ー ブ ＃ ０ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ ２ （ 或 い は ス レ ー ブ ＃ １ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ ３ ） と
は 独 立 し て 無 線 通 信 す る 。
上 記 複 数 の 第 １ の 無 線 通 信 部 の 一 例 で あ る ス レ ー ブ ＃ ０ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ ２ と ス レ ー ブ ＃
１ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ ３ と は 、 並 列 に 配 置 さ れ て い る 。
上 記 マ ス タ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ １ は 、 上 記 並 列 に 配 置 さ れ た 複 数 の 第 １ の 無 線 通 信 部 の 各 第
１ の 無 線 通 信 部 の 一 例 で あ る ス レ ー ブ ＃ ０ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ ２ （ 或 い は ス レ ー ブ ＃ １ 局 側
無 線 装 置 ４ ０ ３ ） か ら 所 定 の デ ー タ を 入 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
制 御 部 ２ ３ ８ は 、 上 記 マ ス タ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ １ 、 ス レ ー ブ ＃ １ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ ３ の 内
、 相 手 側 の 無 線 通 信 部 と は 別 の 呼 制 御 を お こ な う 。 制 御 部 ２ ３ ８ は 、 そ れ ぞ れ 、 タ イ ミ ン
グ 制 御 、 無 線 機 制 御 を お こ な う 。
受 信 部 の 一 例 と し て 、 受 信 機 ２ ３ ５ は 、 無 線 通 信 す る 所 定 の デ ー タ を 受 信 す る 。
送 信 部 の 一 例 と し て 、 送 信 機 ２ ３ ６ は 、 無 線 通 信 す る 所 定 の デ ー タ を 送 信 す る 。
変 復 調 部 ２ ３ ７ は 、 上 記 受 信 機 ２ ３ ５ に よ り 受 信 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 復 調 し 、 上 記 送 信
機 ２ ３ ６ に よ り 送 信 さ れ る た め の 所 定 の デ ー タ を 変 調 す る 。 変 復 調 部 ２ ３ ７ は 、 上 記 受 信
機 ２ ３ ５ に よ り 受 信 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 復 調 し 、 上 記 送 信 機 ２ ３ ６ に よ り 送 信 さ れ る た
め の 所 定 の デ ー タ を 変 調 す る 。
イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 の 一 例 と し て 、 中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 ２ ３ ３ は 、 上 記 変 復 調 部 ２ ３ ７ に よ り 復
調 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 入 力 し 、 入 力 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 相 手 側 の 無 線 通 信 部 と な る マ
ス タ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ １ と イ ン タ ー フ ェ ー ス を 取 り な が ら 相 手 側 の 無 線 通 信 部 と な る マ ス
タ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ １ に 出 力 し 、 上 記 相 手 側 の 無 線 通 信 部 と な る マ ス タ 局 側 無 線 装 置 ４ ０
１ か ら 相 手 側 の 変 復 調 部 ２ １ ７ に よ り 変 調 さ れ た 所 定 の デ ー タ を 上 記 相 手 側 の 無 線 通 信 部
と な る マ ス タ 局 側 無 線 装 置 ４ ０ １ と イ ン タ ー フ ェ ー ス を 取 り な が ら 入 力 し 、 入 力 さ れ た 所
定 の デ ー タ を 自 己 の 上 記 変 復 調 部 ２ ３ ７ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 実 施 の 形 態 は 、 複 数 局 に 構 成 す る 中 継 局 に お い て 、 基 地 局 側 無 線 機 で あ る マ ス タ 局 に 対
し 、 中 継 す る 側 の ス レ ー ブ 局 を 複 数 局 、 マ ス タ 局 に 対 し 並 列 に 接 続 す る 構 成 と し た 。 そ し
て 、 前 述 の 複 数 ス レ ー ブ 局 を 並 列 に マ ス タ 局 に 接 続 し た 中 継 局 装 置 に お い て 、 そ れ ぞ れ 接
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続 さ れ た ス レ ー ブ 局 か ら の 上 り 信 号 が 発 生 し た 場 合 の 制 御 と し て 、 中 継 局 マ ス タ 局 側 で 、
呼 制 御 を 行 い 、 マ ス タ 局 に 接 続 さ れ る 上 位 無 線 装 置 か ら 見 て 、 マ ス タ 局 は 、 あ た か も 当 該
複 数 の ス レ ー ブ 局 が 接 続 さ れ た 無 線 装 置 で は な く 、 単 一 の 無 線 装 置 で あ る よ う に 振 舞 う 事
を 特 徴 と す る 。
マ ス タ 局 、 ス レ ー ブ 局 そ れ ぞ れ が 独 自 に 無 線 装 置 と し て 動 作 可 能 で あ る 為 、 ス レ ー ブ 局 側
を 並 列 に 接 続 す る 事 が 可 能 で あ る 。 従 来 の 中 継 局 の １ ： １ 中 継 で は な く 、 １ ： Ｎ の 中 継 が
可 能 と な る 。
す な わ ち 、 中 継 局 無 線 装 置 と し て 、 前 段 の マ ス タ 局 、 後 段 の ス レ ー ブ 局 の 複 数 無 線 装 置 構
成 と す る 事 に よ り 、 前 段 、 後 段 の ス ロ ッ ト 構 成 の 干 渉 が 無 く 、 自 由 な ス ロ ッ ト 構 成 が 可 能
と な り 、 あ た か も 別 々 の 無 線 装 置 と し て 動 作 す る 事 が 出 来 る 。 ま た 無 線 装 置 と し て 別 々 の
も の で あ る の で 、 呼 制 御 等 の 制 御 も そ れ ぞ れ 独 立 し て 動 作 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 ス レ
ー ブ 局 側 を 複 数 並 列 に 接 続 す る 事 が 可 能 と な り 、 別 々 の エ リ ア の 中 継 動 作 を 、 単 一 中 継 局
無 線 装 置 で 実 現 す る 事 が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
実 施 の 形 態 ３ ．
図 ５ は 、 実 施 の 形 態 ３ に お け る 中 継 局 無 線 装 置 の マ ス タ 局 側 従 属 同 期 と ス レ ー ブ 局 で の 同
期 と を 切 離 し た 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
図 ５ に お い て 、 中 継 局 無 線 装 置 ５ ０ ０ （ 中 継 装 置 の 一 例 で あ る ） は 、 マ ス タ 局 側 無 線 装 置
５ １ ０ 、 ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 ５ ２ ０ を 備 え て い る 。
マ ス タ 局 側 無 線 装 置 ５ １ ０ は 、 発 振 器 ５ ０ ３ 、 中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 ２ １ ３ 、 切 り 換 え ス イ ッ チ ２
１ ４ 、 受 信 機 ２ １ ５ （ 受 信 部 の 一 例 で あ る ） 、 送 信 機 ２ １ ６ （ 送 信 部 の 一 例 で あ る ） 、 変
復 調 部 ２ １ ７ 、 制 御 部 ２ １ ８ 、 ア ン テ ナ ２ １ ９ を 有 し て い る 。 中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 ２ １ ３ 、 切 り
換 え ス イ ッ チ ２ １ ４ 、 受 信 機 ２ １ ５ （ 受 信 部 の 一 例 で あ る ） 、 送 信 機 ２ １ ６ （ 送 信 部 の 一
例 で あ る ） 、 変 復 調 部 ２ １ ７ 、 制 御 部 ２ １ ８ 、 ア ン テ ナ ２ １ ９ は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 で
あ る 。
ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 ５ ２ ０ は 、 発 振 器 ５ ０ ４ 、 中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 ２ ２ ３ 、 切 り 換 え ス イ ッ チ
２ ２ ４ 、 受 信 機 ２ ２ ５ （ 受 信 部 の 一 例 で あ る ） 、 送 信 機 ２ ２ ６ （ 送 信 部 の 一 例 で あ る ） 、
変 復 調 部 ２ ２ ７ 、 制 御 部 ２ ２ ８ 、 ア ン テ ナ ２ ２ ９ を 有 し て い る 。 中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 ２ ２ ３ 、 切
り 換 え ス イ ッ チ ２ ２ ４ 、 受 信 機 ２ ２ ５ （ 受 信 部 の 一 例 で あ る ） 、 送 信 機 ２ ２ ６ （ 送 信 部 の
一 例 で あ る ） 、 変 復 調 部 ２ ２ ７ 、 制 御 部 ２ ２ ８ 、 ア ン テ ナ ２ ２ ９ は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様
で あ る 。
発 振 器 ５ ０ ３ は 、 マ ス タ 局 側 無 線 装 置 ５ １ ０ の 基 準 ク ロ ッ ク を 生 成 し 、 制 御 部 ２ １ ８ に 出
力 す る 。
発 振 器 ５ ０ ４ は 、 ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 ５ ２ ０ の 基 準 ク ロ ッ ク を 生 成 し 、 制 御 部 ２ ２ ８ に
出 力 す る 。
上 記 Ｔ Ｄ Ｍ Ａ ／ Ｔ Ｄ Ｄ 方 式 は 、 ス ロ ッ ト 割 り 当 て を お こ な う こ と に よ り 通 信 を お こ な う 。
そ し て 、 上 記 第 ２ の 無 線 通 信 部 の 一 例 と し て の マ ス タ 局 側 無 線 装 置 ５ １ ０ は 、 マ ス タ 局 側
無 線 区 間 イ ン タ ー フ ェ ー ス ス ロ ッ ト ５ ０ １ を 用 い て 無 線 通 信 す る 。 上 記 第 １ の 無 線 通 信 部
の 一 例 と し て の ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 ５ ２ ０ は 、 マ ス タ 局 側 無 線 装 置 ５ １ ０ と は 独 立 し て
割 り 当 て ら れ た ス レ ー ブ 局 側 無 線 区 間 イ ン タ ー フ ェ ー ス ス ロ ッ ト ５ ０ ２ を 用 い て 上 記 移 動
体 通 信 装 置 と の 間 で 所 定 の デ ー タ を 無 線 通 信 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
本 実 施 の 形 態 は 、 従 属 同 期 シ ス テ ム で 構 成 さ れ る 無 線 装 置 に お い て 、 中 継 局 の 基 地 局 側 を
、 従 属 同 期 構 成 と し な が ら 、 中 継 さ れ る ス レ ー ブ 局 を 、 新 た に 同 期 を 取 る 基 準 局 と し 、 当
該 中 継 局 に 無 線 に て 接 続 さ れ る 無 線 装 置 を 、 当 該 中 継 局 に 従 属 同 期 す る 構 成 と し た 。
従 来 は 、 中 継 局 は 、 従 属 同 期 と し て 動 作 し て お り 、 末 端 の 端 末 ま で 従 属 同 期 さ れ る 。 本 実
施 の 形 態 に よ り 、 マ ス タ 局 側 は 、 通 常 の 従 属 同 期 で 動 作 す る が 、 マ ス タ 局 と ス レ ー ブ 局 と
の イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 で あ る 中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 ２ １ ３ ， ２ ２ ３ で 信 号 の や り と り が 行 わ れ る 。
そ し て 、 マ ス タ 局 ／ ス レ ー ブ 局 が 別 の 無 線 装 置 と し て 動 作 可 能 な 為 、 ス レ ー ブ 局 側 は 、 あ
た か も ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 ５ ２ ０ が 、 自 身 が 基 準 と な る 基 地 局 の よ う に 動 作 可 能 と な る
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。 よ っ て ス レ ー ブ 局 後 段 の 無 線 装 置 、 例 え ば 、 移 動 体 通 信 装 置 や Ｐ Ｈ Ｓ （ 登 録 商 標 ） は 、
ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 ５ ２ ０ が 基 点 と な る 従 属 同 期 を 行 う 為 、 従 来 の 中 継 局 段 数 分 、 従 属
同 期 す る 必 要 が な く な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 マ ス タ 局 側 と ス レ ー ブ 局 側 と が そ れ ぞ れ が 独 自 に 動 作 す る 事 が 可 能 と な
り 、 中 継 局 無 線 装 置 と し て 簡 易 な 制 御 を 可 能 と す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 １ に お け る 中 継 局 無 線 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 の 形 態 １ に お け る 中 継 局 無 線 装 置 の 内 部 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 の 形 態 １ に お け る 中 継 局 無 線 装 置 の 無 線 周 波 数 配 置 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 の 形 態 ２ に お け る 中 継 局 無 線 装 置 の ス レ ー ブ 局 の 複 数 並 列 接 続 例 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 の 形 態 ３ に お け る 中 継 局 無 線 装 置 の マ ス タ 局 側 従 属 同 期 と ス レ ー ブ 局 で の 同
期 と を 切 離 し た 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ０ 　 中 継 局 無 線 装 置 、 １ ０ １ 　 マ ス タ 局 側 無 線 装 置 、 １ ０ ２ 　 ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置
、 ２ １ ３ 　 中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 、 ２ １ ４ 　 切 り 換 え ス イ ッ チ 、 ２ １ ５ 　 受 信 機 、 ２ １ ６ 　 送 信 機
、 ２ １ ７ 　 変 復 調 部 、 ２ １ ８ 　 制 御 部 、 ２ １ ９ 　 ア ン テ ナ 、 ２ ２ ３ 　 中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 、 ２ ２
４ 　 切 り 換 え ス イ ッ チ 、 ２ ２ ５ 　 受 信 機 、 ２ ２ ６ 　 送 信 機 、 ２ ２ ７ 　 変 復 調 部 、 ２ ２ ８ 　
制 御 部 、 ２ ２ ９ 　 ア ン テ ナ 、 ２ ３ ３ 　 中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 、 ２ ３ ４ 　 切 り 換 え ス イ ッ チ 、 ２ ３ ５
　 受 信 機 、 ２ ３ ６ 　 送 信 機 、 ２ ３ ７ 　 変 復 調 部 、 ２ ３ ８ 　 制 御 部 、 ２ ３ ９ 　 ア ン テ ナ 、 ３
０ １ 　 マ ス タ 局 側 無 線 周 波 数 、 ３ ０ ２ 　 ス レ ー ブ 局 側 無 線 周 波 数 、 ４ ０ ０ 　 中 継 局 無 線 装
置 、 ４ ０ １ 　 マ ス タ 局 側 無 線 装 置 、 ４ ０ ２ 　 ス レ ー ブ ＃ ０ 局 側 無 線 装 置 、 ４ ０ ３ 　 ス レ ー
ブ ＃ １ 局 側 無 線 装 置 、 ４ １ ３ 　 中 継 Ｉ ／ Ｆ 部 、 ５ ０ ０ 　 中 継 局 無 線 装 置 、 ５ ０ １ 　 マ ス タ
局 側 無 線 区 間 イ ン タ ー フ ェ ー ス ス ロ ッ ト 、 ５ ０ ２ 　 ス レ ー ブ 局 側 無 線 区 間 イ ン タ ー フ ェ ー
ス ス ロ ッ ト 、 ５ ０ ３ 　 発 振 器 、 ５ ０ ４ 　 発 振 器 、 ５ １ ０ 　 マ ス タ 局 側 無 線 装 置 、 ５ ２ ０ 　
ス レ ー ブ 局 側 無 線 装 置 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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